
       「ヨセフの死」                2021 年 08 月 25 日 

ヨセフはさらにイスラエルの子らにこう言って誓わせた。「神は必ずあなたがたを顧み

てくださいます。その時には、私の骨をここから携え上ってください。」ヨセフは百十歳で

亡くなった。人々はエジプトで彼をミイラにし、棺に納めた。(創世記 50 章 25 節～26 節) 

  

ヨセフはヤコブ一族と共にエジプトに住み、110 歳の生涯を終えた。彼は、エフライムの

三代の子孫を見ることができ、マナセの息子マキルの子どもたちも生まれ、膝の上に抱くこ

とができた。そして、死を前にして、兄弟に、「私は間もなく死にます。しかし神は必ずあ

なたがたを顧み、この地からアブラハム、イサク、ヤコブに誓われた土地に導き上ってくだ

さいます」と言った。先祖に、カナンの地を与えると言われた神の約束は成就し、かの地に

戻ることができると、出エジプトを預言している。また、「神は必ずあなたがたを顧みてく

ださいます。その時には、私の骨をここから携え上ってください」と、先祖の墓に葬ってほ

しいと遺言している。先祖の列に加えられることを熱望して、息を引き取っている。ヨセフ

は亡くなり、エジプトでミイラにされ、棺に納められた。ヨセフの亡骸は、出エジプトの時、

カナンの地に持ち運ばれている。出エジプト記 13 章 19 節に、「モーセはヨセフの骨を携え

ていた。ヨセフが『神は必ずあなたがたを顧みられる。その時、私の骨をここから携えて上

らなければならない』と言って、イスラエルの人々に固く誓わせたからである」と記してい

る。ヨセフの死から出エジプトまでは、500 年も経っているが、ヨセフの遺言を守っている。

彼らの先祖への敬意と言葉に対する忠実さには、敬服する。このような民族であったから、

聖書という、人類史上、ほかに見ない文書を書き残したのである。 

ヨセフ物語の頂点は、ヨセフの「私はあなたがたがエジプトに売った弟のヨセフです。し

かし今は、私をここに売ったことを悔やんだり、責め合ったりする必要はありません。命を

救うために、神が私をあなたがたより先にお遣わしになったのです」という言葉である。こ

の言葉を聞いた時の感激を、下記の絵は喜びの時として捉えている。また、兄弟が赦された

ことを信じられないでいる時、「私が神に代わることができましょうか。あなたがたは私に

悪を企てましたが、神はそれを善に変え、多くの民の命を救うために、今日のようにしてく

ださったのです」と語っている。 

ヨセフの赦しと和解がなった時の感激 

   フランソワ・ジェラール 作 

 しかし、この言葉を産み出したのは、容易

なことではなかった。ヨセフを売ったことに

対し、兄弟たちの「ああ、私たちは弟のこと

で罰を受けているのだ。弟が助けを求めたと

き、その苦しみを見ながら、聞こうとしなか

った」、またユダの「それでどうか僕をこの子

の代わりに、ご主人様の僕としてここに留め

置き、この子は兄弟と一緒に上らせてくださ

い」という言葉をヨセフは聞いた。兄弟の悔

い改めと父と実弟への愛を知った時、神の救

いの歴史の中に置かれている信仰を我が事と

して、語ることができた。罪の告白が赦しと

和解をもたらしたのである。 

 


